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講演概要 

アンケート調査には現れてこない消費者の態度を脳活動の測定によって明らかにし，広告

や商品開発に生かそうとする研究が行われている。このような試みはニューロマーケティ

ングまたは消費者神経科学と呼ばれる。意識的・無意識的にゆがむ言語報告に比べて，脳反

応は“真実に近い”といった主張がなされ，業界の期待も大きい。しかし，実験心理学と神

経生理学の両方の知識を持つ研究者は少ないため，ニューロマーケティングの意義と限界

が十分に理解されているとはいいがたい。今回の講演では，動画に対する認知処理を例に，

ニューロマーケティングで使われる手法の現状と可能性について解説する。正しい解釈の

仕方を知れば，これらの手法は効果的に利用できるようになる。 
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